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まちの軸

黒磯駅

敷地

まちになじむ図書館

散らばる屋根の造形により、落ち着いた
街並みのスケールになじみ、この都市デ
ザインに溶け込むような図書館となる

ある方向からは引き入れある方向からは
はじくブラインドのように壁を道路沿いに配置

壁のスリット配置

変形する壁

壁面に変形機構を取り入れ季節に応じて風を取り
入れるか防ぐかを操作する。

どこかな、、、

普通の図書館ここね、

明るさ

これ面白そう

隙間を縫う光と風

広場から考える図書空間

壁の揺らぎ

屋根の散らばり

9/18 17:00

採光の分散
その奥にいくにつれて暗くなっていく照度分布の急激な変化を和らげ、全体的
に柔らかな光の届く空間をつくる。

風をいなす屋根の傾き

風環境の棲み分け

「原っぱ」な広場

黒磯の気候

黒磯は 30 年間の最高気温が
28.4℃であり、夏であっても
激しい暑さはない。一方で冬
は少し厳しい寒さ。

暖かい時期に南から風が吹き、
それ以外の季節は基本的に北北
西の風が吹く。（これは那須お
ろしという局所風）

光を遮る壁の連なり

通り側ー西側がガラスで開かれているので夕日が差し込む空間になっている。
本棚に対して西日が当たる面積を減らすように壁を新しく配置し伸ばす。

ガラス面のファサードに壁を設置する。採光面積を減らし、窓際の照度を
和らげる。内部の機能に応じて配置された遮光の壁がファサードに表れる。

3 階平面図

2階平面図

中間設計 最終設計

遮光壁の設置 児童遊技場

児童図書

展示空間

南側図書空間　

中間　－　断面パース

最終　－　断面パース

側窓からの採光は光を
取り入れている面積で
決まる。透明性のため
ガラスのファサードに
するが、このままでは
全体として明るすぎて
しまう。
改善策としては、屋根
を分割し、ずらし、傾
ける。壁を通りの空間
に配置することで採光
面積を狭め照度の低い
空間をつくり、屋外と
一体となった展示空間
をつくる。ずれた部分
に高窓を設けて、2階
部分にも柔らかい光を
届ける。

中間　－　断面パース

最終　－　断面パース

輝度分布の画像を見ると明るい部分が多く、DGP
は約 0.33 と許容値の 0.5 に近い大きさ。

輝度の低い分布が広がる。外部と一体的な空間が
作られるDGPも約 0.19 と改善されている。

広場の風環境

夏の広場（南：1.5m/s)

敷地いっぱいのボリュームを立てた場合の駅前広場の風環境
を見ると夏と冬で左図のような違いがある。夏は広い分布で
風が吹く範囲があるが、図でいうと右上のほうに偏っている。
一方で冬は広い範囲で風速の高い環境が広がっているので、
寒い広場となってしまっている。

敷地の風環境

冬の広場（北北西：2.2m/s)

道路側に風の吹く環境が偏っている。広場のほ
うに風を誘う必要がある。

風の吹く寒い範囲が広い。

断面線

断面線

本を守るためと閲覧す
るための照度としても
う少し暗いところも明
るいところもあるムラ
のある環境空間とする
必要がある。

ずれた位置に高窓を設
けて、奥まった位置に
も柔らかな光を入れ
る。また、ガラスファ
サードを一部広場壁と
同じ素材の壁面とする
ことで、直射光の量を
コントロールする。

児童遊技場

児童図書

南側図書空間　－　中間

南側図書空間　－　最終

輝度画像　－　最終

輝度画像　－　中間

照度分布＋パース

展示空間　－　中間

展示空間　－　最終

最終設計　－　照度分布

中間設計　－　照度分布

児童スペース　－　最終

児童スペース　－　中間

差し込む西日を壁で遮断
することで資料や視聴覚
室の空間を守る。夕日を
感じる空間とそうでない
空間を生み出す。

陸屋根の場合は黄
色い高い照度が広
い範囲で分布する
が、外部やファ
サードに壁面と屋
根を付加すること
で入ってくる光の
量をコントロール
し、光を和らげる。

通り側の屋根の形状が通りの風向きに影響を与え、広
場に流れる風にも影響を与える。

夏風 冬風

敷地

周辺の建物の関係から夏の風
と冬の風は下の図のように流
れる。南側の場所を呼吸口と
して図書館に取り入れる風の
デザインを考える。夏の風向き 冬の風向き

2 階　みんなで読書スペース 風向き操作の壁 本棚

比較的涼しい夏の気候に応じてムラのある風環境をつくる。

中間からの発展

2 階平面図の一部抜粋

壁によって屋内の風向きを操作す
る。閲覧スペースは風のムラを作り
多様な利用者の空間選択を可能にす
る。一方でほとんどの図書は風に長
時間さらすことができないので壁の
配置によって風から守られた空間に
本棚を設置する。

風から守られた本棚の空間

風を感じる読書空間

凪の集中読書空間

夏と冬どちらも過ごしやす
いように、水色の矢印のよ
うに風を誘導できるような
広場の造形を考えたい。

風環境を操作する壁の配置によって広場を造形することで機能によらない幾何学的操作のデザインとなり、「原っぱ」な広
場が作れると考えた。

広場内に風があまり入ってこないように広場の壁を閉じる。
広場内は風速が最大でも 0.5m/s ほど

最終ー照度分布 中間ー照度分布

デザインとしてフ
ラットルーフを変
えたいことと、窓
側と屋内の奥側の
照度の差が大きく
この差を和らげる
ようにすることを
目標としてデザイ
ンを考えていく。

ー study of wind ー study of light

ー study of roof
屋根のと天井の起伏が空間をつくる

壁の連なりが空間をつくる。ー study of wall

通り側の風を強めることが広場に入っ
てくる風の量を多くすることにつなが
る。一方で上空の風の流れを弱めるこ
とで、南から北の方向にもっていかれ
る風の流れを弱め、広場へと入ってく
るような旋回する動きを相対的に強め
ることが重要であると考えた。そのた
め、まずは通り側はボリュームを削り、
広場には入ってくる通り側の風量を多
くし、上空の風を弱めるように南側の
ボリュームを増す。設計　－　北側立面

基礎モデル　－　北側立面

落ち着いたまち、黒磯 周辺地域について

敷地

黒磯小学校

SHOZO（カフェ）

Chus（宿泊施設）

くるる（まち交流センター）

黒磯駅貴賓室

黒磯高等学校 黒磯中学校

「裏那須塩原」といわれ、那須塩原に比べ、観光客は少ないが、ニッチな観光客を集めるスポットもあ
る。那須塩原市の市役所が近くにあり、黒磯駅はコンパクトシティの中心地として整備が進む。

敷地周りには、まち交流センターやショッピングセンター
がありそれらを巡るような軸線を敷地内で考慮する必要が
ある。

駅前「コンビニ」図書館
みんなでいたい、一人でいたい。でもみんなを眺めていたい。騒ぎたい、
静かに落ち着いていたい。遊びたい。勉強したい。そういった様々な活動、
利用者空間が小分けに入り乱れた「コンビニ」のような図書館を考える。

夏は開く 冬は閉じる

1階　カフェとおしゃべりコーナー

奥まった位置に配置された図書空間。市民が
希望した図書などを設置する。少し明るさと風
のムラがあり、利用者が読書する空間を選び
取る。

窓口の利用者と相談員に気持ちの良い風が流
れるような配置と開口。多目的ホールまで流れる
風の呼吸口となる。この外部空間は事務員の休
憩スペースとなる。

観光客が訪れやすい位置に交通案内所を配置。
市民もまちの情報をキャッチする空間を隣接させ
ることで、窓口の待ち時間などに観光客と市民の
交流が起こる。

2階　会議室 2階　多目的ホールと図書空間

東西連絡通路からの動線上に図書空間へと続く
直接のアプローチを設ける。それを広場とつなげ
ることで駅周辺の市民全体にとって利用しやすい
図書館となる。

連絡通路風通しのよく明るい空間に挟まれた位置に広い閲覧
スペースを設ける。グループで使ってもよいし、個人が
好きな場所を使ってもよし。

勉強するための資料を配置する。かつて
の利用者の寄付された資料なども蔵書す
る。学生だけでなく大人も利用できるよう
な少し開けたスペースとする。

広場と一体的な図書館のあり方を模索し、多様な

居心地のよい空間を生むという出発点で考えた。

今までと異なり、機能から設計を考えるのではな

く、数値化された純粋に空間の快適さからデザイ

ンを考えていく。そうすることで、演出じみてい

ない「原っぱな」空間を作ることができるのでは

ないかと考える。

1．雑多なコンビニ図書館

2．皆でも、独りでも

3．道草を楽しむ図書館

4．居心地を探す図書館

「図書館のような一部の人しか利用しない建築物
はいらない」これは駅前図書館の建設に関する住
民の意見の一つである。まちの中心に位置するこ
の建築は多様な住民にとって利用したいと思える
ものでなければならない。よって多様な機能が細
かく混在し、「行けば何かはあるコンビニ」のよ
うな図書館の計画とする。屋内は本のための空間
というより、広場としての空間。

本を借りに行く

おしゃべりしに行く

作品を見に行く
作業しに行く

遊びに行く

公共の空間は一人でいる人が多いと、みんなで集
まりづらく、一方で複数人のグループが多い空間
では一人でいるには居心地が悪い。
このような居場所の共存のため、ゆるやかにみん
なでいられる空間と一人で過ごせる空間を区切
り、つなげることでここは一人で過ごしてもいい
のか、集まってもいいのかわからないような曖昧
な空間とする。ゆるやかに区切られ、つながる空間

すぐ行きつくのではなく、探す途中を楽しむ

多機能が混在する雑多な空間

図書館でも資料検索によってすぐに目的の図書に
たどり着いてしまう。それは行きつくまでの過程
の楽しみを削除し、偶然性による出会いの機会を
奪うことになる。図書を探すときの合理性をゆる
め、少しわかりにくい開架図書の配置することで
検索しても探す時間が生じる。そして目的の資料
を探す過程で目に入る図書や階下で行われる活動
に出会う、偶然を誘発する空間となる。

風通し

明るい場所、暗い場所。風通しの良い場所、悪い
場所。この図書館は様々な活動・機能が混在し、
住民や観光客、老若男女の様々な利用者のための
ものである。こういった多様な環境の空間をつく
りだし、それぞれの利用者とそのときに応じて居
心地の良い図書館となる。
図書館内に点在する座るスペースを巡るような空
間となる。

夕日の遮断　 遮光の壁面

1 階　エントランス

2 階　閲覧空間

2階　図書空間

2階　夕暮れ図書空間

裂け目の建築　－　散らばる壁と屋根

屋内広場としての1階
多種多様な機能が混在し、様々な利用者がいる空間と
なる。
通り沿いと広場という外部空間と一体となった内部空
間のデザインを心掛け、入ってみたくなるファサードや
半屋外空間を意識した。

メインライブラリーとしての2階
すぐに見つけた本を参照できるように、閲覧室と開架図書
を入り乱れるように配置する。光と風による環境にムラが
あり、自らの快適に思う場所を選び、利用者は過ごす。雑
多な本棚の配置にすることで、本を見つける楽しさ、目的
ではない本にであう偶然性を重要視した配置計画とした。

歩いてて楽しい通り側のファサード

公共のリビングとしての3階
主に映像資料や郷土資料を参照するコーナーと学習ス
ペースを設ける。比較的落ち着いて過ごしやすい空間。

差し込む西日
本棚

中間　－　照度分布

3階平面図

2階平面図

1階平面図

明るすぎるポイント

最終　－　照度分布南側遊び場公園

3階　テラス 3階　勉強スペース 3階　映像・音声コーナー


